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一
、
乾
山
の
伝
記
：
年
譜
を
礎い
し
ず
えと
し
て

光
琳
画
・
乾
山
書　

柿
本
人
麿
像
「
小
西
家
文
書
」　
大
阪
市
立
美
術
館

光
琳
筆　

銹
絵
布
袋
図
角
皿

藤
田
美
術
館

　

は
じ
め
に
乾
山
の
生
涯
、
乾
山
焼
の

創
始
を
考
え
る
。
年
譜
を
作
成
、
関
連

事
項
、
や
き
も
の
で
は
造
形
の
ル
ー
ツ

を
探
り
、
兄
光
琳
の
助
力
の
大
な
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
「
小
西
家
文
書
」
に
は
光
琳
画
、
乾

山
書
に
よ
る
画
稿
「
人ひ

と
ま
ろ麿
像
」
が
残
る
。

覚お
ぼ
え
が
き

書
帖
に
は
乾
山
筆
極き

わ
め
が
き

書
の
書
例
が
あ

る
。
同
文
言
は
乾
山
焼
布
袋
図
角
皿
裏

面
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
兄
弟
合
作
、

歌
仙
絵
制
作
な
ど
、
鳴な

る
た
き滝

窯
創
始
の
構

想
は
、
両
者
が
久
し
く
交
流
を
重
ね
た

家
職
歌
道
摂
家
二
條
綱つ

な
ひ
ら平
、
同
家
サ
ロ

ン
の
影
響
下
に
始
ま
る
も
の
と
考
え

る
。
光
琳
屋
敷
、
乾
山
「
習
静
堂
」
へ

の
綱
平
御お

な
り成
、
鳴
滝
窯
も
同
家
山
屋
敷

跡
に
築
か
れ
て
お
り
、
乾
山
焼
は
二
條

家
及
び
光
琳
の
助
力
の
下も

と

に
開
始
さ
れ

た
と
判
断
す
る
。

　

二
条
丁
子
屋
町
へ
の
移
転
時
に
は
光

琳
意
匠
が
大
流
行
。
乾
山
焼
も
服
飾
意

匠
雛ひ

い
な
が
た
ぼ
ん

形
本
、
髹き

ゅ
う
し
つ
漆
意
匠
へ
と
転
換
す
る

が
、
趣
味
人
・
文
化
人
の
嗜
好
・
画
讃

様
式
は
簡
略
化
、
一
般
向
け
・
琳
派
様

式
・
意
匠
へ
と
道
を
広
げ
る
。

　

光
琳
は
乾
山
焼
に
お
け
る
作
画
、
意

匠
、
陶
法
書
に
は
『
陶
磁
製
方
』『
陶

器
密
法
書
』
に
名
が
残
る
。

　

若
年
時
に
蓄
積
し
た
文
人
、
散
人
の

修
練
を
、
乾
山
は
、
や
が
て
光
琳
と
同

じ
く
陶
匠
、
絵
師
な
ど
、
プ
ロ
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
に
変
え
て
ゆ
く
。

乾
山
書
「
光
琳
覚
書
帖
」
部
分

「
小
西
家
文
書
」　
旧
文
化
庁

乾
山
書　

人
麿
詠
和
歌

乾
山
書　

布
袋
図
角
皿
裏
面

生
涯
と
造
形
の
ル
ー
ツ

乾
山
手
跡

光
琳
・
乾
山
合
作
画
稿

乾
山
焼



（04）

色
絵
『
源
氏
物
語
』「
橋
姫
」
図
香
合

旧
バ
ン
・
ホ
ー
ン
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
根
笹
（
隈
笹
）

　

こ
こ
で
は
乾
山
焼
の
様
式
、
デ
ザ
イ
ン
と
そ

の
資
源
を
考
え
る
。

　

江
戸
中
期
、
人
々
の
暮
ら
し
は
安
定
、
教
育

も
著
し
く
普
及
し
た
。
伴と

も
なっ
て
出
版
物
も
急
激

な
進
展
を
遂
げ
る
が
、
学
術
書
か
ら
文
学
、
遊

芸
、
服
飾
、
料
理
本
な
ど
、
類
書
、
絵
本
・
絵
抄
、

画
譜
や
花
譜
が
刊
行
さ
れ
る
。
特
権
階
級
の
手

に
あ
っ
た
古
典
文
学
が
庶
民
の
も
と
に
花
開
く

が
、
か
な
交
じ
り
の
絵
本
、
噺は

な
し
ぼ
ん
本
、
読よ

み
ほ
ん本
な
ど
、

重ち
ょ
う
ほ
う
き

宝
記
、
嵯さ

が
ぼ
ん

峨
本
、
雛ひ

い
な
が
た
ぼ
ん

形
本
が
人
気
を
集
め
る
。

茶
人
、
工
人
、
文
筆
家
、
各
分
野
に
町
人
の
活

躍
も
め
ざ
ま
し
く
、
漢
詩
会
、
茶
会
、
俳
会
、

寄
り
合
い
に
お
け
る
情
報
が
錯さ

く
そ
う綜
す
る
。

　

乾
山
焼
は
大
衆
文
化
を
離
れ
て
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
時
代
に
呼
応
、
意
匠
・
文
様
に
影

響
を
受
け
る
が
、
初
期
、
や
き
も
の
は
二
條
家

サ
ロ
ン
の
も
と
、
平
安
期
の
風
雅
と
そ
の
香
に

着
目
す
る
。
物
語
絵
を
取
り
入
れ
『
伊
勢
物
語
』

『
源
氏
物
語
』
な
ど
、
古
典
の
画
趣
を
細
密
な

筆
画
、
豊
か
な
色
彩
、
情
景
を
想
定
し
、
山
や

山
道
、
谷
の
有
様
を
形
態
に
表
現
す
る
。

　

正
徳
期
に
は
刊
行
物
も
大
衆
化
、
古
典
の
要

素
は
一
般
化
し
、
図
柄
は
大
き
く
象
徴
的
。
丁

子
屋
町
へ
移
転
し
た
乾
山
焼
も
色
彩
を
押
さ

え
、
形
態
、
様
式
を
単
純
化
。
一
例
で
あ
る
が
、

光
琳
雛
形
本
を
手
本
と
し
て
暗
色
の
素
地
に
対

照
の
白
化
粧
、
地
味
な
鉄
・
呉
須
絵
具
に
一
点

豪
華
な
金
彩
を
交
え
る
な
ど
、
分
か
り
易
く
、

大
胆
な
構
想
、
洗
練
化
へ
の
道
を
拓ひ

ら

く
。

銹
絵
染
付
隈
笹
文
茶
碗　
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館

『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
花
の
丸
（
八
重
葎
）

銹
絵
染
付
土
器
皿
（
八
重
葎
）
根
津
美
術
館

「
橋
姫
」

源
氏
物
語
絵
扇
面
散
屏
風　

浄
土
寺　

広
島
県
尾
道
市　

室
町
時
代
（
一
五
世
紀
）

物
語
絵

服
飾
意
匠 

雛
形
本

二
、
乾
山
焼
：
発
想
と
デ
ザ
イ
ン
の
資
源
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三
、
四
、
乾
山
焼
：
画
讃
様
式
の
研
究
　
山
水
・
人
物
・
禽
獣
図
　
　
草
花
・
竹
木
・
そ
の
他
の
図

　

二
〇
〇
四
年
、
乾
山
焼
画
讃
様
式
引
用
の
漢

詩
・
漢
文
、
和
歌
・
謡
の
出
典
を
突
き
止
め
た
。

作
品
を
テ
ー
マ
別
に
分
類
、
図
像
学
的
構
成
を

試
み
た
が
、「
漢
」
の
出
典
は
詩
学
類
書
『
詩

学
大
成
』『
円
機
活
法
』
を
基
本
と
す
る
。

　

山
水
図
は
、
中
国
の
瀟し

ょ
う
し
ょ
う
は
っ
け
い

湘
八
景
図
が
基
盤
で

あ
る
。
北
宋
代
の
士
大
夫
画
家
宋そ

う
て
き迪
の
創
始
で

あ
る
が
、
南
宋
代
に
は
画
院
画
家
か
ら
禅
林
画

家
へ
、
墨ぼ

く
ぎ戯
的
、
即
興
的
な
画
趣
が
加
わ
り
、

山
水
画
は
、
以
後
、
形
似
よ
り
意
趣
を
尊
重
。

光
、
影
、
大
気
、
景
と
空
間
の
あ
り
方
な
ど
が

焦
点
と
な
る
。

　

日
本
へ
は
南
北
朝
期
に
渡
来
し
た
。
が
、
厳

し
い
自
然
の
変
幻
も
な
く
、
科か

き
ょ挙

も
な
い
日
本

で
は
、
士
大
夫
ら
の
厳
格
な
理
念
、
山
水
画
の

真
義
を
解
せ
ず
、
様
式
、
形
式
、
画
風
の
摸
倣

に
腐
心
す
る
。
伝
統
で
あ
っ
た
大
和
絵
描
法
を

借
り
、
障
子
絵
・
屏
風
絵
な
ど
の
構
図
を
応
用
。

八
景
を
四
図
・
二
図
、
遂
に
は
総
合
図
に
纏ま

と

め

る
な
ど
、
江
戸
期
に
は
伝
狩
野
元
信
の
作
画
が

残
る
。
各
景
は
モ
チ
ー
フ
化
、
そ
れ
を
組
み
合

わ
せ
る
、
他
の
要
素
を
加
え
る
な
ど
、
や
が
て

新
た
な
一
景
が
案
出
さ
れ
る
。

　

草
花
図
に
は
、
判は

ん

じ
絵え

的
な
妙
味
が
加
わ

る
。
詩
意
絵
で
あ
り
、
花
色
、
音
色
、
悟
り
の

妙
境
な
ど
を
伝
え
る
が
、
茶
人
・
文
人
・
禅
林

へ
と
拡
が
り
、
や
が
て
画
譜
と
な
っ
て
趣
味

人
、
素
人
画
人
に
親
し
ま
れ
た
。

　

乾
山
窯
に
は
光
琳
、
渡
邊
素
信
な
ど
専
門
絵

師
が
控
え
て
い
た
。
軽
妙
な
筆
致
、
画
趣
、
乾

山
の
詩
句
書
が
余
韻
を
添
え
る
。

銹
絵
山
水
図
額
皿

濮
陽
傳
詩
『
円
機
活
法
』「
宮
室
門
・
酒
樓
」
巻
五

銹
絵
椿
図
角
皿　
旧
バ
ン
・
ホ
ー
ン
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

白
山
茶
詩
『
円
機
活
法
』「
百
花
門
・
山
茶
花
」
巻
一
九

伝
狩
野
元
信

瀟
湘
八
景
総
合
図

イ
エ
ー
ル
大
学
美
術
館

遠
浦
帰
帆

遠
浦
帰
帆

平
沙
落
雁

平
沙
落
雁

山
市
晴
嵐

山
市
晴
嵐

洞
庭
秋
月

洞
庭
秋
月

瀟
湘
夜
雨

瀟
湘
夜
雨

漁
村
夕
照

漁
村
夕
照

江
天
暮
雪

江
天
暮
雪 烟

寺
晩
鐘

烟
寺
晩
鐘

漢
画
的
主
題
　
山
水
図

草
花
図

瀟
湘
八
景
図

画
讃
作
品
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画
讃
様
式
、「
和
」
の
出
典
は
、

和
歌
：『
拾
遺
愚
草
』『
雪
玉
集
』他

物
語
：『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』他

謡
：
絵
入
り
謡
本
、
能
絵
か
る
た
な

ど
に
見
い
出
せ
る
。

　

平
安
期
に
は
屏
風
・
絵
巻
・
帖
な

ど
に
は
四
季
・
月つ

き
な
み次
・
名
所
絵
な

ど
が
描
か
れ
て
い
た
。
探
幽
筆
月

次
図
（
左
上
図
）
も
伝
世
す
る
が
、

『
鴫し

ぎ
の
は
ね
が
き

羽
掻
』（
元
禄
四
年
）
が
刊
行
。

一
般
に
も
定
家
十
二
ヵ
月
和
歌
図
、

瀟
湘
八
景
和
歌
図
な
ど
の
手
本
が
呈

示
さ
れ
た
。
物
語
絵
は
見み

ど
こ
ろ所
と
な
る

情
趣
・
情
景
、
主
人
公
の
心
情
を
絵

と
詞
章
を
交
え
て
描
く
が
、
手
本
は

嵯
峨
本
、
絵
抄
・
画
帖
な
ど
に
あ
り
、

か
る
た
形
式
は
読
み
札ふ

だ

・
取
り
札
。

遊
び
の
面
白
さ
は
茶
の
湯
の
七し

ち
じ
し
き

事
式

に
も
窺
わ
れ
る
。

　

謡
曲
は
、
室
町
後
期
囃は

や
し子
を
省
い

た
素す

う
た
い謡

が
流
行
し
た
。
江
戸
期
に
は

種
々
の
謡
本
、
注
釈
本
が
刊
行
さ
れ

る
が
、
表
紙
の
装
飾
は
一
般
向
け
。

一
つ
に
主
題
、
内
容
を
象
徴
す
る
図

柄
、
二
つ
に
内
容
に
は
関
わ
ら
ず
、

雲き
ら
ら母
摺
り
の
表
紙
・
料
紙
、
図
を
描

く
な
ど
の
二
種
が
あ
る
。
乾
山
焼
に

も
色
絵
具
を
用
い
た
具ぐ

し
ょ
う象
表
現
、
図

柄
を
大
き
く
、
文
様
と
し
て
独
立
さ

せ
た
抽ち

ゅ
う
し
ょ
う

象
表
現
が
あ
る
。
能
道
具
な

ど
、
物
語
を
象
徴
す
る
「
つ
く
り
も

の
」
な
ど
の
影
響
を
考
え
る
。

色
絵
定
家
詠
和
歌
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
角
皿　

正
月
図

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館狩

野
探
幽
筆
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
画
帖

出
光
美
術
館

色
絵
「
道
成
寺
」
能
絵
皿

デ
ン
マ
ー
ク
国
立
博
物
館

伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
表
紙 「
道
成
寺
」

法
政
大
学
能
楽
研
究
所

同
上
角
皿
裏
面

正
月
和
歌

同
上
能
絵
皿
裏
面

同
図
正
月
和
歌

日
本
的
主
題
　
定
家
詠
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図

能
絵

五
、
乾
山
焼
：
画
讃
様
式
の
研
究
　
和
歌
　
物
語
　
謡
曲
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乾
山
は
書
を
得
意
と
し
た
。

　

や
き
も
の
に
書
を
用
い
、
乾
山
焼
の
一
大
特
色

を
築
く
が
、
日
本
の
陶
芸
史
上
、
は
じ
め
て
の
試

み
で
あ
っ
た
。

　

短
冊
を
皿
と
す
る
構
想
も
意
表
を
つ
く
が
、

「
寒か

ん
ざ
ん山

」「
拾じ

っ
と
く得

」「
本ほ

ん
ら
い
の
め
ん
も
く

来
面
目
」
皿
は
、「
乾
山
八

十
一
翁
」
江
戸
下
向
後
、
入
谷
村
に
お
け
る
最
晩

年
の
作
陶
で
あ
る
。
成
形
は
不
揃
い
、
歪ゆ

が

み
も
あ

り
、
釉
薬
の
溶
解
に
は
不
具
合
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
基
本
的
に
は
老
陶
匠
独
り
の
手
立
で
あ
っ
た

と
考
え
る
が
、
書
式
の
心
得
、
堂
々
と
し
た
筆
跡

は
乾
山
自
ら
の
筆
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

　

和
歌
は
、
江
戸
前
期
、
烏
丸
光み

つ

廣ひ
ろ

（
一
五
七
九

―
一
六
三
八
）
詠
、『
黄こ

う
よ
う
わ
か
し
ゅ
う

葉
和
歌
集
』（
元
禄
一
二

年
刊
）
の
三
首
で
あ
る
。
光
廣
は
慶
長
八
年
（
一

六
〇
三
）
細
川
幽
斎
か
ら
古こ

き
ん
で
ん
じ
ゅ

今
伝
授
を
受
け
、
三

代
将
軍
家
光
の
歌
道
指
南
に
携
わ
る
。
一い

っ
し
も
ん
じ
ゅ

絲
文
守

と
の
親
交
、
後
水
尾
院
の
信
任
も
厚
く
幕
府
と
の

交
流
に
努
め
る
が
、
家
康
柩
遷
座
に
も
携
わ
る
な

ど
、
紀
行
文
『
日
光
山
紀
行
』
が
残
る
。
光
廣
二

男
六ろ

っ
か
く
ひ
ろ
か
た

角
広
賢
は
初
代
輪
王
寺
宮
・
三
代
寛
永
寺
門

主
守し

ゅ
ち
ょ
う

澄
法
親
王
（
後
水
尾
院
第
三
皇
子
）
の
江
戸

下
向
に
随
伴
、
幕
府
、
寛
永
寺
に
関
わ
り
を
も
つ
。

　

乾
山
の
老
境
も
あ
ろ
う
が
、
禅
へ
の
興
味
、
烏

丸
卿
、
輪
王
寺
宮
家
な
ど
、
同
皿
に
は
そ
れ
ら
の

所
縁
も
推
考
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

同
じ
画
題
は
絵
画
に
も
あ
り
、
宗
達
風
光
琳
扇

面
画
に
は
法
橋
光
琳
「
方
祝
」
印
、
和
歌
は
乾
山

書
「
右
光
廣
卿
の
和
哥　

京
兆
逸
士
七
十
七
翁
紫

翠
深
省
」
不
明
印
が
あ
る
。
乾
山
画
は
文
人
の
墨

戯
的
風
趣
を
も
つ
。
が
、
即
興
、
遊あ

そ
び
ご
こ
ろ

心
の
表
現
摸

倣
こ
そ
は
難
し
い
。

絵
画　

拾
得
図

烏
丸
光
廣
詠
和
歌
「
寒
山
・
拾
得
」
短
冊
皿　
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

同
上
短
冊
皿
裏
面　

乾
山
書
・
銘

絵
画　

寒
山
・
拾
得
図
扇
面

『
美
術
画
報
』　
一
八
九
九
年
刊

和
歌
短
冊
皿

絵
画
　
光
琳
画
・
乾
山
書
合
作
様
式

絵
画
　
乾
山
画
讃
様
式

六
、
尾
形
乾
山
：
書
・
画
作
品
と
「
小
西
家
文
書
」
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こ
こ
で
は
考
古
学
的
視
点
に
立
ち
、
生
産
地
遺

跡
、
消
費
地
遺
跡
出
土
の
乾
山
焼
陶
片
を
考
察
。

陶
片
は
、
一
つ
に
製
作
し
た
や
き
も
の
の
種
類
、

二
つ
に
技
術
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
現
存
作

品
と
の
関
わ
り
を
証
し
、
本
流
に
は
至
ら
な
か
っ

た
作
品
類
の
製
作
も
伝
え
る
が
、
鳴
滝
窯
で
は

呉ご

す須
を
施
し
た
漳し

ょ
う
し
ゅ
う

州
窯
摸
倣
の
磁
器
製
作
、
織
部

模
倣
、
楽
焼
（
推
定
）
な
ど
の
試
み
が
判
明
す
る
。

　

化
学
分
析
に
依
り
使
用
土
と
粒
子
、
そ
の
組
み

合
わ
せ
、
産
地
の
確
認
な
ど
も
可
能
と
な
る
が
、

陶
法
書
に
照
合
、
さ
ら
に
素
材
・
顔
料
、
技
術
面

の
内
容
が
分
明
。
消
費
地
遺
跡
出
土
の
陶
片
な
ど

を
照
合
す
れ
ば
、
真
贋
判
定
に
も
有
益
で
あ
る
。

　

上
図
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
は
、
鳴
滝
窯
使
用
の

磁
器
土
、
推
定
比ひ

ら良
土
・
豊ぶ

ん
ご後

土
、
後
に
応
用
し

た
有
田
焼
素
地
に
示
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
乾
山

窯
の
肥
前
様
式
は
有
田
焼
の
素
地
に
一
致
。
本
焼

上
の
絵
付
素
地
は
、
自
作
他
作
を
論
ぜ
ず
用
い
る

と
し
た
言
を
証
明
す
る
が
、
右
図
の
呉
須
絵
具
に

よ
る
磁
器
製
作
は
漳
州
窯
の
摸
倣
で
あ
る
。
比
良

土
、
豊
後
土
の
合
土
と
推
定
、
赤
絵
具
を
加
え
、

呉
須
赤
絵
と
す
る
心
算
か
、
伝
世
作
品
に
は
唐か

ら
こ子

筆
筒
、
瓔よ

う
ら
く
も
ん

珞
文
蓋
茶
碗
な
ど
が
残
る
。

　

呉
須
赤
絵
は
茶
の
湯
の
盛
行
に
伴
っ
て
桃
山
期

か
ら
寛
永
頃
に
人
気
を
集
め
た
。
や
が
て
茶
人
の

嗜
好
は
祥し

ょ
ん
ず
い
瑞
、
古こ

そ
め
つ
け

染
付
（
南
京
旧
器
）
へ
と
移
行

を
す
る
が
、
出
土
し
た
か
な
書
（
十
二
ヵ
月
角
皿
）、

漢
字
書
（
山
水
図
茶
碗
・
八
角
山
水
図
皿
に
は
同
句

が
あ
る
）
陶
片
は
、
大お

お
む
ね旨

数
寄
者
・
文
人
な
ど
を

対
象
と
し
た
画
讃
様
式
、
こ
れ
ら
国
内
外
の
装
飾

陶
磁
器
・
古
器
の
摸
倣
は
、
茶
人
・
文
人
な
ど
趣

味
人
を
対
象
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。

七
、
乾
山
焼
：
陶
片
資
料
と
そ
の
工
房

鳴
滝
窯
出
土
陶
片
（
角
皿
）　

か
な
書

（
推
定
定
家
詠
和
歌
十
二
ヵ
月
花
鳥
・
十
二
月
）

石
水
博
物
館

色
絵
定
家
詠
和
歌
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
角

皿
裏
面
和
歌　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

銹
絵
山
水
図
八
角
皿

鳴
滝
窯
・
消
費
地
遺
跡
出
土
陶
磁
器
片
放
射
化

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
（
丸
囲
は
磁
器
系
グ
ル
ー
プ
）

鳴
滝
窯
出
土
陶
片
（
茶
碗
）　

漢
字
書

（
銹
絵
山
水
図
茶
碗
）　
法
蔵
寺

鳴
滝
窯
出
土
磁
器
片　

漳
州
窯
摸
倣

（
呉
須
赤
絵
摸
倣
か
）　
法
蔵
寺

鳴
滝
窯
出
土
陶
片
　
か
な
書
　
漢
字
書

現
存
作
品

磁
器
破
片
：
胎
土
分
析

工
房
と
出
土
陶
片
　
陶
法
と
そ
の
伝
播
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乾
山
焼
と
そ
の
陶
法
の
実
証
で
あ
る
。

　

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
乾
山
は
『
陶
工
必
用
』

を
著
し
た
。
一
つ
に
文
書
と
し
て
京
焼
の
歴
史
、

二
つ
に
そ
の
技
術
、
三
つ
に
乾
山
自
ら
の
や
き
も

の
に
対
す
る
志
向
を
述
べ
る
。
本
窯
仁
清
伝
、
内

窯
孫
兵
衛
伝
、
乾
山
独
自
の
陶
法
、
以
上
三
部
か

ら
成
る
が
、
乾
山
一
流
と
し
て
上
図
「
夕
顔
」
図

茶
碗
に
関
与
す
る
記
述
が
あ
る
。

　

京
焼
、
及
び
後
世
へ
の
大
き
な
遺
産
と
な
っ
た

白
絵
具
の
活
用
に
特
色
が
あ
り
、
惣
地
黒
塗
り
に

は
、
必
ず
下
地
に
白
絵
具
を
施
す
必
要
の
あ
る
こ

と
を
説
く
。
文
様
描
き
に
も
重
ね
て
個
々
の
文
様

下
に
白
絵
具
を
塗
り
、
色
絵
具
を
施
す
と
あ
る

が
、
発
色
の
工
夫
、
焼
中
釉
薬
に
化
合
、
溶
解
す

る
鉄
分
主
体
の
絵
具
に
対
す
る
注
意
で
あ
る
。
書

を
書
き
入
れ
る
場
合
に
も
黒
地
に
対
し
て
は
白
絵

具
が
適
す
る
と
あ
り
、
陶
法
、
色
彩
、
書
画
の
構

成
に
文
学
的
情
趣
を
加
味
。
陶
匠
か
つ
文
人
、
数

寄
者
で
あ
っ
た
乾
山
の
才
量
を
示
す
。

　

色
絵
夏な

つ
こ
だ
ち

木
立
図
皿
は
、
佐
野
に
お
け
る
庭
焼
で

あ
る
。
元
文
二
年
野
州
へ
旅
し
、『
陶
磁
製
方
』

を
認
め
、
庭
焼
を
指
導
す
る
が
、
焼
成
に
は
難
が

あ
り
、
絵
具
、
釉
薬
の
溶
解
が
不
充
分
で
あ
る
。

素
地
は
入
谷
村
の
誂あ

つ
ら
え
ひ
ん

品
と
考
え
る
が
、『
陶
工
必

用
』
に
は
内
窯
焼
成
の
釉
薬
・
絵
具
・
窯
詰
に
関

す
る
注
意
が
あ
る
。
素
焼
の
大
切
さ
、
火
気
、
火

勢
に
伴
う
窯
入
調
整
、
引
き
出
す
折
の
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
、
別
し
て
窯
の
設
置
場
所
、
湿
気
へ
の
気

配
り
が
窺
わ
れ
る
。

　

庭
焼
は
素
人
衆
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
口
授
、

書
面
の
指
導
に
異
な
り
、
実じ

つ
ぎ技

・
庭
焼
は
不
出
来

に
終
わ
る
が
、
窯か

ま
た
き焚
の
難
し
さ
、
特
に
終
盤
、
陶

工
は
決
し
て
気
を
抜
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

色
絵
『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
」
図
茶
碗　
大
和
文
華
館

『
陶
工
必
用
』

「
内
か
ま
ゑ
の
く
の
方
並 

地
ぬ
り
色
々
在
之
候
方
」

大
和
文
華
館

色
絵
夏
木
立
図
皿　
瀧
澤
鐵
竹
堂
資
料
館

『
陶
工
必
用
』

「
乾
山
一
流 

内
か
ま
藥
ゑ
の
く
燒
方
ノ
事
」

同
上
夏
木
立
図
皿
裏
面

乾
山
銘

陶
法
と
作
品

乾
山 

庭
焼

乾
山
焼
陶
法
書
『
陶
工
必
用
』

八
、
乾
山
焼
：
陶
法
書
と
そ
の
伝
播
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新
た
に
見
い
出
し
た
「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」
の
陶
法
書
（
写
本
）

で
あ
る
。「
内う

ち
が
ま
ひ
し
ょ

竃
秘
書
」と
あ
る
が
、
合
冊
本
『
樂ら

く
や
き
ひ
で
ん

燒
秘
傳　

好こ
う
こ古
樂ら

く
き記　

淇き
す
い
け
ん

水
軒
』
中
の
一
書
で
あ
る
。
合
冊
本
は
単
冊
を
適て

き
ぎ宜

に
集
成
、
内
容
よ

り
は
情
報
量
を
重
視
す
る
な
ど
、
こ
こ
で
は
土つ

ち
ご
し
ら
拵
え
・
素
焼
・
楽
焼
、
享

保
九
年
刊
『
百
工
秘
術
』
の
抜
萃
書
写
を
含
み
、
江
戸
後
期
以
後
に
盛
行

す
る
素
人
作
陶
家
、
陶
法
書
の
特
質
を
示
す
。「
内
竃
秘
書
」
は
書
写
近

藤
安
治
郎
。「
乾
山
燒
法
」「
明
和
三
年
」
さ
ら
に
「
宝
暦
十
年
」
と
あ
り
、

江
戸
入
谷
村
に
お
け
る
乾
山
焼
内
窯
陶
法
、
釉
薬
、
絵
具
ほ
か
の
調
合
を

伝
え
る
。
内
容
、
奥お

く
が
き書
、
花か

お
う押
、
そ
の
他
か
ら
久
し
く
行
方
知
れ
ず
で
あ
っ

た
江
戸
入
谷
村
乾
山
二
代
次
郎
兵
衛
筆
記
の
写
本
と
判
断
す
る
。 

九
、
乾
山
焼
：
そ
の
遺
産

乾
山
江
戸
篇

新
資
料
「
内
竃
秘
書
」（「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」）
写
本
：
合
冊
本
『
樂
燒
秘
傳
』
の
一
書

�

（
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
）

『
樂
燒
秘
傳 

好
古
樂
記 

淇
水
軒
』

�

表
紙
①

「
智
術
全
書
之
内
磁
工
門
之
部 

土
器 

秘
傳

書
」
③

「
内
竃
秘
書
」
④

「
干
時 

宝
暦
十
年 

七
月 

乾
山
省
古
・
花
押
」

「
乾
山
燒
法
」

「
明
和
三
丙
戌
年 

七
月
廿
四
日 

近
藤
安
治
郎
写
之
」

『
古
画
備
考
』

「
二
代
目
也
乾
山
・
花
押

弟
子
宮
崎
冨
之
助
殿
」

「
好
古
樂
記
」

「
内
竃
秘
書
　
上
懸
藥
・
繪
具
」
の
調
合

「
明
治
庚
午
□
十
月 

色
藥
代
銀
積
」
②
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初
代
乾
山
に
は
二
冊
の
自
筆
陶
法
書
が
現
存
す
る
。

『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
内
窯
陶
法
に
関
し
て
は
上
薬
・
絵
具
を
抜

萃
、
享
保
一
七
年
、
書
状
を
以
っ
て
佐
野
の
素
封
家
大

川
顕け

ん
ど
う道

へ
と
送
り
、
顕
道
は
手
控
『
陶
器
傳
書
』
に
そ

れ
を
記
録
。
一
方
、
江
戸
入
谷
村
に
は
二
代
乾
山
次
郎

兵
衛
が
お
り
、
乾
山
の
口
述
を
筆
記
、
の
ち
に
「
初
代

口
述
二
代
筆
記
」
と
す
る
陶
法
書
を
認
め
た
。『
古
画

備
考
』
に
よ
れ
ば
同
書
は
明
和
三
年
三
月
三
代
宮
崎
富

之
助
へ
と
渡
り
、
藐み

ゃ
く
あ
ん
庵
筆
「
乾
山
世
代
書
」
に
よ
れ
ば

そ
の
後
酒
井
抱ほ

う
い
つ一
・
西
村
藐
庵
・
三
浦
乾
也
へ
と
伝
承
。

が
、
度た

び
か
さ重

な
る
災
難
に
遭
遇
、
今
日
、
消
失
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
た
び
そ
の
写
本
を
加

賀
文
庫
（
都
立
中
央
図
書
館
）
に
見
い
出
し
た
。

　

内
容
、
奥
書
、
年
紀
・
書
者
の
花
押
型
、『
古
画
備
考
』

の
記
載
事
項
に
よ
っ
て
二
代
乾
山
次
郎
兵
衛
筆
記
陶
法

書
の
写
本
で
あ
る
と
判
断
す
る
が
、
同
書
は
、
合
冊
本

『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記　

淇
水
軒
』（
縦
一
九
、二
㌢
、

横
一
六
、〇
㌢
）
中
の
一
冊
で
あ
る
。

　

①
『
樂
燒
秘
伝
・
好
古
樂
記
』

　

②
「
色
藥
代
銀
積
」

　

③
「
土
器
秘
傳
書
」（『
百
工
秘
術
』
磁
工
門
の
写
本
）

　

④
「
内う

ち
が
ま
ひ
し
ょ

竈
秘
書
」（「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」）

以
上
四
部
か
ら
成
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
記
「
色

藥
代
銀
積
」
を
含
む
こ
と
か
ら
、
成
立
は
明
治
期
で
あ

ろ
う
と
考
え
る
。
表
紙
下
方
に
は
「
淇き

す
い
け
ん

水
軒
」
と
あ
る
。

　

淇
水
軒
は
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
を
纏
め
た
藤

垣
爐ろ

せ
ん扇
・
俗
名
小
林
源
兵
衛
、
天
保
時
代
の
俳
人
で
あ

る
と
推
測
す
る
。

爐
扇
は
「
好こ

う
こ古
」
を
評
し
、「
俳
諧
・
書
・
画
に
妙
、

自
樂
と
称
し
一
己
之
奇
人
な
り
」
と
記
し
、
と
も
に
俳

諧
、
楽
焼
を
娯た

の

し
み
、
同
書
を
纏ま

と

め
た
と
述
べ
る
が
、

好
古
老
人
は
俳
諧
を
関
西
俳
壇
笠
下
風
、
楽
焼
を
樂
吉

左
衛
門
隠
宅
手
代
紋
右
衛
門
よ
り
習
得
。
同
書
に
は

土
・
下
地
拵こ

し
らえ

・
素
焼
・
赤
楽
・
白
楽
、
ま
た
楽
焼
以

外
の
絵
薬
・
上
薬
、
磁
器
に
関
す
る
事
項
も
あ
り
、
刊

本
『
百
工
秘
術
』（
享
保
九
年
刊
）
の
抜
萃
書
写
を
含
む

な
ど
、
江
戸
後
期
以
後
に
盛
行
す
る
素
人
陶
芸
家
・
陶

法
書
類
の
特
徴
を
示
す
。

　
「
内
竃
秘
書
」
冒
頭
の
爐ろ

せ
ん扇

の
言
葉
は
朱
書
で
あ
る
。

此
の
秘
伝
は
極
め
て
古
く
、
今
日
用
い
る
こ
と
は
な
い

と
述
べ
、
代
わ
り
に
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
に
記

載
し
た
別
法
を
勧
め
る
と
あ
る
が
、
ビ
ー
ド
ロ
を
用
い

な
い
絵
具
は
も
は
や
古
い
と
記
す
。
時
代
の
需も

と

め
か
、

絵
画
的
絵
付
も
少
な
く
、
古
式
の
風
趣
を
伝
え
る
絵
具

を
使
い
こ
な
す
技
能
も
不
足
か
。
江
戸
で
は
俳
諧
・
浮

世
絵
・
歌
舞
伎
が
盛
行
し
、
時
代
は
俄に

わ
かに
結
果
を
求
め

る
即
興
・
即
席
の
風
潮
に
溢
れ
て
い
た
。

　
「
内
竃
秘
書
」
は
内
窯
陶
法
、「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」

の
写
し
で
あ
る
。
内
容
は
二
冊
の
乾
山
自
筆
陶
法
書
、

顕
道
手
控
に
ほ
ぼ
一
致
、
乾
山
自
慢
の
豊ぶ

ん
ご後
土
の
記
載

も
あ
り
、
奥
書
「
乾
山
燒
法
（
異
筆
） 

明
和
三
丙
戌
年

七
月
」、
末
尾
に
加
え
ら
れ
た
「
宝
暦
十
年
七
月
乾
山

省
古
」
花
押
型
な
ど
に
よ
り
、
江
戸
入
谷
村
乾
山
焼
二

代
次
郎
兵
衛
筆
「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」
の
写
本
で
あ

る
と
結
論
す
る
。




